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３月１日　卒業証書授与式
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＜校章の意義＞「青陵」と「至誠」のSの文字をかたどり、　
　　　　　　　「友情と人間愛」という協和の精神を象徴したもの



　私は高校３年になるまで、
将来やりたいことや、目標を
見つけられず、進路について
深く考えてきませんでした。
しかし、新潟大学のオープン
キャンパスに参加した際、法
学に興味を持ち、推薦入試で
受験することに決めました。
推薦入試に向けた準備を精一
杯行ったのですが、残念なが
ら合格することはできません
でした。しかし、その後うま
く気持ちを切り替え、今まで
以上に授業や講座に集中して

取組みました。その結果、第一志望には、手は届きません
でしたが、4大学に合格することができました。この経験
を通じて、最後まであきらめずに、頑張り続けることの大
切さを学ぶことができました。

　私は高校入学時から、新潟
大学で日本史を学びたいとい
う目標を持っていました。こ
の目標を達成するために、日々
勉強をしてきました。具体的
には、教科書を繰り返し読ん
だり、模試の復習、センター
試験の過去問題を解いていま
した。３年の夏休み明けから
は、推薦入試に必要な小論文、
志望理由書、面接の対策をし
ました。多くの先生方が協力
してくださり、本番で十二分
に力を出すことができました。

その結果、志望する大学に無事入学することができました。
これも支えてくれた先生方や、ともに励ましあった仲間の
おかげです。青陵高校で学ぶことができ、本当に良かった
と思っています。

木村　祐太
（小新中学校出身）
東京経済大学
現代法学部　合格

本間　美咲
（上山中学校出身）

新潟大学
人文学部　合格

平 成 2 5 年 度 卒 業 生 　 進 路 状 況

　3月1日（土）、卒業証書授与式が行われ、普通科300人が新
生活への期待を胸に、３年間の思い出が詰まった学び舎を巣
立ちました。
　式辞で宮沢校長は「人の心の痛みを感じとることができ、
感謝の気持ちを自然と表現できる人になってほしい」とはな
むけの言葉を送りました。在校生代表西川航志郎くんの送辞
に続き、卒業生代表の木下晴香さんが「現代社会は厳しい時
代だが、広い視野や様々な価値観を受け入れる柔軟な心を持
ち、最後まで諦めずに努力したい」と答辞を述べました。感
極まって涙を流す卒業生の姿も多く見られましたが、退場の
際には全員が胸を張って退場し、学び舎をあとにしました。

卒 業 証 書 授 与 式 ～ 3 0 0 名 が 新 た な 出 発 ～

喜 び の 声

コ　　ー　　ス
進　　　学

専門学校 公共職業訓練施設 就　　職
大　　学 短期大学

高　大　一　貫   16 15     5 0   1
特　別　進　学   16   １     1 0   0
総　合　進　学   93 36   98 2 21
進路決定者合計 125 52 104 2 22
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　2月16日（日）、新潟国際情報大学中央キャンパスで第１回高校生英語スピーチコンテストが行われました。このコ
ンテストは、高校生の英語表現力を養い、英語学習への関心を高め、国際的な視野を持つ人材の育成を図るため、今
年度からスタートしました。本校から国際チャレンジコースの３名が参加し、２年生の川見光さんが最優秀賞、同じ
く２年生の遠藤竹弥くんが優秀賞、1年生の庭山美香さんが奨励賞を受賞しました。　

本 校 生 が 大 活 躍！～ 第１回高 校 生 英 語 スピ ーチコンテスト～

留 学 生 ア リ さ ん を 送 る 会

第 ２ 回 英 検 ま つ り ～ 1 年 生 2 級 に 合 格 ！ ～

国 際 チ ャ レ ン ジ コ ー ス大 学 訪 問
　1月 7日（火）、昨年の４
月から本校に在学してい
たカナダの留学生アレク
サンドラ・ジャネスコさん
（ニックネーム・アリ）を
送る会が行われました。
あいさつの中で、アリさ
んは「青陵高校でたくさん
良い思い出ができました。
カナダに帰っても一生懸

命日本語を勉強して、また日本に来たいです」と述べました。最
後に、校長先生から記念品として、青陵米づくりプロジェクトで
収穫した「青陵米」と新潟の雪ん子人形が贈られました。

　1月７日から1月24日まで第2回英検まつりが行われました。英語科
の先生方が作成した自主学習プリントには、多くの受験者が挑戦し
ました。その取組みが、１年生で2級に合格が出るという成果となっ
て表れています。

　1月27日（月）〜 28日（火）、１泊２日の日程
で国際チャレンジコースの１・2年生が大学訪
問を行いました。１日目は千葉にある神田外
語大学、２日目は都内の亜細亜大学を訪問し
ました。大学生から勉強や学生生活について
説明してもらい、生徒たちは大学で努力する
学生の姿に刺激を受け、充実した時間を過ご
すことができました。

　2月5日（水）～7日（金）、2泊3日の日程で1年生が斑尾
高原スキー場でスキー授業を行いました。初めてスキー
をする生徒が多く、最初はなかなか上手く滑ることがで
きませんでしたが、時間が経つにつれて少しずつ滑れる
ようになり、楽しそうにスキーをしている姿が印象的で
した。雪が吹き付けた時もありましたが、寒さに負けず
「明日は一番上から転ばずに滑ろう」「きれいに曲がれる
ようになりたい」などと目標を持ってチャレンジする生
徒が多くいました。新潟に馴染みの深いスキーを経験し、
故郷の文化を体験するよい機会となりました。

チ ャ レ ン ジ ス キ ー i n 斑 尾 高 原 生徒の声
スキーは私にとって初めての体験
で、最初はちゃんと滑れるかなと不
安が多くありました。ですが、インス
トラクターの方のおかげでケガなく
楽しむことができました。

生徒の声
　今回の大学訪問で進学の視野が広がりました。
たくさんの大学を見て、もっと真剣に考え、２年
後には自分の目指した大学に入りたいと思います。

最優秀賞受賞
２年８組　川見　光（上山中学校出身）
　当日はとても緊張しました。会場には多くの生徒、
先生が応援に来てくれていて、安心感があり、前
を向いてスピーチができました。自分の気持ちや
目標を英語で話すことはとても気持ちがよかった
です。終わった時はすごく達成感がありました。自
分の英語に自信がつき、留学前に良い経験をする
ことができました。

優秀賞
２年８組　遠藤　竹弥（山の下中学校出身）
　今回、スピーチコンテストを体験して本
当によかったと思っています。あのコンテ
ストのおかげで英語のスピーキング力の向
上や今後の自信につながったので本当によ
かったです。

奨励賞
１年８組　庭山　美香（京ヶ瀬中学校出身）
　スピーチコンテストに参加したことは、
私にとって非常に良い経験になったと思い
ます。これからプレゼンテーションなどを
行う上でもこの経験を生かしていきたいと
思います。
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今回、卒業式後に行う最後のHRの取材をしました。卒業生に担任の先生が思いを熱
く語っている姿が印象的でした。先生たちの言葉を胸に、300人の卒業生が新たな環
境で、元気に過ごしてくれることを願っています。（Ｎ）

編 集 後 記

部 活 動 報 告

大 学 生 か ら 話 を 聞 く 会

華 道 部 が『 新 潟 日 報 』で 紹 介 さ れ ま し た

高 大 一 貫 コ ー ス幼 稚 園 実 習

特 別 支 援 学 校 で 文 化 部 の 作 品 を 展 示
　12月から2月にかけ
て３か月間、本校に隣
接する新潟県立はまぐ
み特別支援学校に、文
化部の作品を展示しま
した。写真部、書道部、
美術部の作品、合わせ
て三十点あまりが校舎

を彩りました。「芸術作品に触れるいい機会になった」
と喜んでいただきました。

　12月13日（金）、新潟青陵幼稚園にて、高大一貫コー
スの1年生が幼稚園実習を行いました。初めての仕事に
戸惑いながらも、生徒たちは子どもたちと積極的に触
れ合い、幼稚園教諭の仕事のやりがいや難しさを感じ
ました。

　３月７日（金）、１年生を対象に「大学生から話を聞
く会」が行われました。新潟大学や新潟青陵大学をは
じめ、県内の大学・短大から33名の大学生を招き、受
験や大学生活について話してもらいました。生徒たち
が積極的に質問する姿も見られました。

生徒の声
•�将来のことを考えて今の行動
をするべきだと思いました。
•�自分がやってみたいと思った
ことをどんどんやってみるこ
とが大切だと思いました。

　1月13日（月）の新
潟日報の朝刊「ブカツ
の時間」コーナーで本
校の華道部が紹介され
ました。部長から一言
の欄では、３年生の石
高瑞貴さんが「作品を
見た人にきれいと言わ

れることが一番嬉しい。華道を通じて学んだことを社
会に生かしたい」と語っています。

　女子学校対抗戦　　優勝
　個人戦シングルス　優勝� 黒田　侑子
　　　　　　　　　　２位� 藤田百合子
　　　　　　　　　　３位� 中沢　千南
　　　　　　　　　　３位� 鴨下　希穂

平成25年度新潟県高等学校選抜バドミントン大会
　個人戦ダブルス
　� 優勝　黒田　侑子・藤田百合子
� ２位　鴨下　希穂・中沢　千南
� ３位　風間　瑠菜・佐藤　璃奈
� ３位　五十嵐真菜・関﨑　千尋

平成25年度北信越高等学校選抜
バドミントン大会
　個人戦シングルス� 2位　黒田　侑子

平成25年度新潟日報杯争奪
新潟県総合バドミントン選手権大会
　シングルス� 3位　黒田　侑子
� 3位　藤田百合子

バドミントン部 �

平成25年度新潟県高等学校選抜卓球大会
　女子団体　第２位
　女子　シングルス� 優  勝　片岡　菜穂
� 第6位　山﨑　遥奈
� 第8位　山﨑　麗奈

平成25年度北信越高等学校選抜卓球大会
　女子団体� 予選リーグ敗退（１勝２敗）

平成25年度全日本卓球選手権大会
　ジュニア女子� 片岡　菜穂　２回戦進出

平成25年度大阪国際招待卓球選手権大会
　ジュニア女子� 片岡　菜穂　１回戦敗退

卓球部 �

平成25年度新潟県高等学校選抜相撲大会
　個人  80キロ未満級   中山　和馬　第１位　全国選抜大会出場

相撲部 �
平成25年度新潟県高等学校バレーボール大会
　1・2年生大会　ベスト８

バレーボール部 �
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新潟青陵学園　新潟青陵高等学校
〒951-8121 新潟市中央区水道町 1 丁目 5932 番地

025-266-8131TEL 025-265-3431FAX
http://www.seiryo-high.ed.jp/URL
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